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1.試験担当者
本場機械化郤拨械科長 山 原三平 ほか

〃 〇 作業第一研究室長 辻 隆 适 ほか

2試験目的

林業労働力不足をなぎな?ための林業松柱の公害的を間題としてとりあげられているテェ 

ンソー,刈り払い段,植え穴据り松の振動•密音の•擬策について,各種の検討をくわえ, 

とりわけ,考案改且•された各樵Q比就検討を歩こ左い,侵良機械の明臆及をはかることに 

より,この蒲Q社会的公害の解決に貢袱せしめるものである。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。作業科

当場で考案した猿自の林業掇拐襄動測定法は,国内のメ ーカーのみならザ海外メーカー 

5ておいても採用されている方法であって,FAO/I L0シンボジウ厶にも他吿済のもの 

である。林歸庁のつよい要請のもと忆林吳灿垠が実施している林業微女投©測定検査は 

すでに百数十检桶約5千回忙およぴ,この够閥にわたる一貫した測定検盜の您勢は,内 

外の注目をあつめているものである。

これらの溺硬果を比・：1検討,期析をくわえて.防损のみなら湖咅対策に拒睇衆針を 

与えてきているのみ左らず,さらに防象理陰の畏立をはかるための基邮諭.も実施し,と 

くにソーチェーンが発生する报動お!び防振ハンドルの共拡曲嗥左どの炀をおこない. 

基礎資料の蓄秋をはかりつつある。

。機械科

4 5年度は国有林,民有林におけるチェ-ンンー使用の技払・業の斐理濕S?時間を少な 

くする作業仕組,とく ｛てチェーソソーと斧の併用による方法に埃肘を加え,立木の大きさ 

に岡速させた斧使用の限界を网らかにし,振動黎确間減少の可能性を見出した»「林美 

桜械の振動爆音の防止,とくにチェーソソ一と斧による枝払い比較」として報告律をとり 

まとめ,林野庁損砌fi害対策委貝会に捉出し心

集材极〇振付状態と扳鄒てついて奨査を行ない,捻鄭H呂の許容限界の敏点から険肘し, 

とりまとめ中である。

また,トラククについて$振舫Q予備倒连を突柿した〇

4. 昭和4 6年度の試験計画

〇作業科

1. チェーンソー使用の2時圆規則と抵動呆球間の変化

2. ナエーンソーと斧使用の作業仕組の追跡粉廃
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3.禁材掛,トラクタ運転手の做獎磨時間と各却条件との関違性

6戈械科

ひきつづき,ソ-チェーンの発生する振動と切削性能との相父明係に検时をくわえる様 

か,新形エッジンを装浴した防抿防音チェーソソーの佛発をはかる。また,防做音刈払・ 

程,囘植穴掘擾の開発にもっとめる。

また,録からの依頼による各談新渝振极猿の公正をる比淘定試鏡をひきつづき実 

払し,日進月歩で改良されている灾樓の把握につとめる。


